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　「外国語活動」必修化の折，学校以外での英語学習の有無及び学年間の心理的特徴について小学
校５，６年生を対象に分析を行った。学年間比較における主な類似点は，両学年ともに簡単な英単
語を言うことができ，英語圏の文化に興味を抱くものの非英語圏への興味は希薄であった。一方，
主な相違点は，５年生のほうが周囲との英語によるコミュニケーションに好意的であるのに対し，
６学年の学習者（特に学校以外も含む英語学習者）のほうが，高度な記憶ストラテジーを使用して
いる傾向が見られた。また，学校以外の英語学習の有無に関する比較において，学校以外も含む英
語学習者のほうが，全体的に外国語活動に対し好意的，積極的で，上の学年ほど，英語学習の効率
化が高く，非英語圏への興味・関心も高かった。カリキュラム作成にあたり，言語的知識にのみと
らわれることなく，既存の知識を基に多角的視点で推論することで成し得る活動を通して，学校以
外の学習条件（英語の塾等）では得ることができない貴重なコミュニケーション活動の創意工夫が
必要と言える。
〔キーワード〕自己評価　　言語に付随する内容　　学校以外での英語学習の有無　　記憶
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はじめに
　本校（福島大学附属小学校）の外国語活動に関する
本格的な取り組みの伝統は極めて浅く，2009年度から
外国語活動の移行期として『英語ノート１，２』を基
にクラス担任が取り組み始め，2010年度に「外国語活
動研究部」が発足したばかりである。このような状況
から，各指導者の外国語活動の指導経験年数は浅く，
外国語活動と中学校英語との違いを正確に理解した上
での指導体制作りが急務でもある。この点で両者の特
徴の違いを最初に整理しておきたい。
　学習指導要領における外国語活動の目標は「コミュ
ニケーション能力の素地」を養うことである。また，
外国語（英語）自体の学習目標は「英語の音声に慣れ
親しむ」ことを中心としており，英語の文字の読み書
きを求めるものではない。外国語活動は英語を対象と
してはいるものの，言語を明示的知識（統語構造，音
韻構造等の知識）として正確に習得することを目標と
してはおらず，いわば英語の水遊びに過ぎず，とりあ
えず英語に触れ，使用してみて（手続き記憶），無意
識的に英語に触れる（潜在記憶）レベルのものである。
一方，中学校の教科としての英語は，英語に関する様々
な知識（意味記憶）を正確に意識的に記憶（顕在記憶）
しなければならないものである。以上のことから，両
者において，授業で学習者に求める学習の認知的レベ
ルは明らかに異なるものと言える。また，授業で使用
するテキストに関して，中学校の英語では文部科学省

検定教科書を使用するが，外国語活動には教科書がな
く，文部科学省で配布している『英語ノート１，２』
は教材にすぎず，その使用の有無は授業担当者に委任
されている。しかしながら，全国的傾向と同様に県内
においても英語ノートに基づく外国語活動の実施が大
多数を占める現状にあり（佐久間，2010），各学校の
実状にあった指導内容の創意工夫がこれからの課題で
あると言える。
　本校の実態として，学校以外で英語の言語的知識を
明示的に，意識的に熱心に学習する児童が目立ち，特
に学年が進むにしたがってより強い傾向にあり，高
学年では過半数を超えている。この一方で，学校以外
で英語に触れることが皆無に近い児童もいる現状から
判断し，「外国語活動」の目標に照らしつつも，両者
の特徴を生かしあえる，本校の実態に見合った独自の
カリキュラムを作成していく必要性があると感じてい
る。本稿では，カリキュラムの作成に先立ち，現状と
して，「外国語活動」における児童の心理的特徴を多
角的視点から調査し，実態を掌握し，今後の指導にお
ける重要な点を考察していく。

Ⅰ　研究目的
　本研究の目的は，外国語活動に参加している児童の
心理的特徴について，以下の問題を検証することにあ
る。
１．外国語活動が影響を及ぼす心理的特徴（言語，文
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化への興味・関心，認識及び記憶ストラテジー等）
を探る：年数（５学年，６学年）による比較を通し
て，類似点，相違点を分析し，学年に見合う指導内
容を検討する。

２．外国語活動以外の学校以外での刺激（塾や家庭学
習等）の有無による心理的特徴を探る：学年毎に有
無の比較を通して，類似点，相違点を分析し，外国
語活動の目標との整合性を分析する。

Ⅱ　研究方法
2.1　参加者
　平成22年度福島大学附属小学校の５学年及び６学年
を対象とし，５学年は３クラス，６学年は４クラスで
ある。以下の各学年の人数は在籍者数ではなく，本調
査に参加した児童数である。なお，参加者の中に長期
海外経験者である帰国子女等が多少（５学年３名，６
学年２名）含まれている。
５学年：110名のうち学校以外での英語学習者は63
名であり，全体の約57.27％にあたる。 

６学年：149名のうち学校以外の英語学習者は87名
であり，全体の58.39％にあたる。

2.2　外国語活動の時間数及び指導内容
　各学年ともに年間35時間（１時間＝45分）の外国語
活動を実施している。授業形式は，全クラスとも授業
実施回数の約３分の２がクラス担任のみによるもの
で，残り約３分の１は英語圏の母語話者とのティーム・
ティーチング（以下TTと表記）である。
　指導内容は，文部科学省の『英語ノート１，２』を
基本として行い，適宜，子どもの興味・関心をひく資
料を用いたり，歌やゲームなどの活動を行っている。
その中で，子ども同士及び教師と子どもの関係性を深
める授業の在り方を求め日々実践している。授業実践
を繰り返す中で，特に大切にしている点は以下の３点
である。

１）子どもがかかわりたくなる教材の開発
　子どもたちのもつ常識や固定観念等が覆るような
教材を積極的に取り入れることで，外国と日本の相
違点や共通点などについての気付きが生じ，学級の
中に自然と子どもたちの間でコミュニケーションが
生まれるようにしている。

２）子どもが主体的に思考する授業展開の工夫
　子どもたちの好きなゲームや歌等を取り入れるこ
とで，「楽しかった」「面白かった」という気持ちを
もたせながらも，活動の中で「あれっ？」「どうい
うこと？」「なるほど」という興味・関心を持って
意識的に学ぼうとする姿が見られるような授業展開
を構想している。

３）子どものかかわりを生む教師の働きかけ

　教師が活動の中で見られた子どもの気付きや視点
の良さなどを見取り，子どもの良さを称賛し学級全
体に広げていくことで，子ども自身が知らなかった
新しい世界の存在を知り，自己の世界観の広がりに
対する喜びや達成感・満足感を抱かせるように教師
が働きかけている。

2.3　実施時期及び調査内容　
　2010年度の２月に児童を対象にクラス毎にクラス担
任が５件法によるアンケート調査を行った。調査内容
はSakuma（2009）に基づくもので，学校の指導内容
と異なる項目は一部を削除して実施した。調査項目は，
表１の通り，７つのセクション，全75項目から構成さ
れている。

Ⅲ　結果と考察
3.1　記述統計量：学年毎の全体的な傾向
　各学年で学校内のみの学習者と学校以外での学習も
行っている学習者が混在している状況において，全体
的傾向を探る意味で，学習環境間（学校内のみ，学校
以外も含む）の有意差（ p＜.05）が無い項目で平均
値の高い項目及び低い項目を分析した。高い項目は平
均値が５件法で3.95以上（四捨五入で4.0）とした。
また，低い項目は平均値3.0未満を対象とした。

3.2　５学年
　結果は表２及び表３の通りである。
　これらの表から特徴として以下の点が挙げられる。
・ゲームを通して学習や英語で話したことを周囲にわ
かってもらえることが楽しい（№ 1, 4）。

・簡単な名詞（色）は英語で言える（№ 23）。
・海外旅行での英語の使用や英語圏の景色やスポーツ
に興味を持つ（№ 29，45，46）。

・「日本語と類似した音」（№ 69：精緻化）と同時に「日
本語と似ていない音」（№ 71）は覚え易い。つまり
は日本語と英語との比較において顕著な類似性や相
違性のある箇所は記憶に残りやすいようである。そ
の一方で，「日本語と類似している音と結び付けて
覚えようとする」（№ 68）創意工夫は希薄である。 

 

表１　アンケート調査の項目数と内容
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　以上のことから，日常生活において無意識に触れる
頻度が高いと思われる刺激材料（ゲーム，簡単な名詞，
海外に関する日常的トピック等）や日本語と英語の相
違性や類似性については敏感であると解釈される。こ
れらの項目を生かしつつ，既存の知識を有効利用でき
る記憶ストラテジーの指導も必要なのかもしれない。
ただし，英語の音に接し，日本語の音声言語情報を介
在せず，直接，英語として音韻認知できることが理想
である。この点では，最初から英語特有の音韻に関す
る認知が困難な場合，初出の段階で母国語である日本
語の音の類似性を介在しつつも，英語の正確な音声を
繰り返し，数多くのインプットを与えることで学習者
の記憶に定着させていく指導法が重要と思われる。

3.3　６学年
　結果は表４及び表５の通りである。
　これらの表から特徴として以下の点が挙げられる。
・簡単な数字（１～20）や色は英語で言える（№
21，22，23）。

・海外旅行での英語の使用や英語圏のスポーツに興味
を持つ（№ 29，46）。一方で非英語圏への物や人に
対する興味は希薄である（№ 48，49，51）。

・英語の綴りの違いに気付く（№ 58）とともに母国
語の容易さ（№ 56）にも気づいた。その一方で英

語特有の音への記憶は優れていない（№ 70）。この
ことから，英語の難しさと日本語の容易さを認識し
ていると推察される。

　以上のことから，５学年同様，日常生活において無
意識に触れる頻度が高いと思われる刺激材料（簡単な
名詞）や日本語と英語の相違性や類似性については敏
感であると解釈される。しかしながら，英語特有の音
への難しさを認識しており，苦手意識を持たせない指
導の創意工夫として，５学年同様，既存の知識を有効
利用できる記憶ストラテジーの指導を行い，初出の段
階で母国語である日本語の音との類似性を介在しつつ
も，英語の正確な音声を繰り返し，数多くのインプッ
トを与えていく指導が必要と思われる。また，非英語
圏への興味・関心の希薄さは，英語に触れさせる際に
英語圏のみならず母国である日本も含め非英語圏の題
材も取り入れ，グローバルな視野での異文化理解を育
む指導が必要であり，教材（英語ノート等）の改作，
開発等も含めた創意工夫が望まれる。
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表２　平均値の高い項目：積極的な項目（５学年）

表３　平均値の低い項目：消極的な項目（５学年）
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表４　平均値の高い項目：積極的な項目（６学年）

表５　平均値の低い項目：消極的な項目（６学年）
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3.4　学年間（５学年，６学年）比較
3.4.1　６年生が５年生よりも高い項目

　表６は両学年間のMann Whitney検定の結果であ
る。６年生のほうが高い項目として，有意差（ p＜.05）
はあるものの，効果量（ r ）はいずれも小さく，特に
６年生のほうが顕著な項目は見られなかった。

3.4.2　５年生が６年生よりも高い項目
　表７は両学年間のMann Whitney検定の結果であ
る。５年生のほうが高い項目として，有意差（ p＜.05）
はあるものの，効果量（ r ）は小さいものが目立ち，「中」
の効果量は７項目であり，主な特徴は以下の通りであ
る。

・英語でのゲーム，歌，挨拶や周囲の人たちと英語の
絵本を読むことが楽しい（№ 1，3，5，11，42）。

・自分の発話を周囲に理解してもらうことや相手に質
問をすることが好き（№ 4，8）。

　これらの特徴から，５年生のほうが英語による周囲
とのコミュニケーションに関して好意的と言える。原
因としては，５年生の英語学習期間が短いことによる
英語に対する新鮮さ及び発達段階の特徴であるコミュ
ニケーション活動への抵抗の少なさが推察される。 
 
3.5　学校以外での刺激（塾や家庭学習等）の有無の
　 比較：学校内のみでの英語学習者と学校以外（塾，
　 家庭学習）も含めた英語学習者
　表８は各学年における英語学習状況の違いが，学習
者の心理的側面にどのような影響を及ぼすのかについ
てMann Whitney検定及びその効果量の結果を示して
いる。学習環境の違いによる心理的特徴の相違点とし
て，効果量が「中」以上の項目を対象に考察していく。

3.5.1　５学年で学校以外の学習者が学校内のみの学
　　　習者よりも高い項目
　顕著な項目は以下の通りである。

Ⅰ　外国語活動で楽しいこと
・周囲の人たちへの英語での質問（№ 8）
Ⅱ　自己評価
・英語で言える項目が多い：
名詞―よくみかける動物，果物，野菜の名前（№
15），数字（11～20）（№ 22）
英語表現―天気（№ 13），指示（№ 14），好き嫌い 
（№16），理解の有無（№ 17，19），家族の紹介（№
24），昨日の出来事（№ 26），起床時刻の質問（№
27），許可の確認（№ 28） 

　多くの英語の歌（№ 20）
・英語以外への波及効果：
日本語（母語）でも数多くの自己の伝達，友人の話
の理解（№ 18），他の科目への取り組みも強化（№
25） 

Ⅲ　英語を駆使したい内容
外国人の友人作り（№ 32），英語以外の外国語の学
習№ 34）

Ⅵ　日本語と英語の相違への気付き    
語順の相違（№ 55），ローマ字と英語の綴りの相違 
（№ 58），英語のほうが理解し易い（№ 57）　　　
Ⅶ　英語の記憶と学習
速い発音箇所への注意（№ 63），長いことばは印象
に残り記憶し易い（№ 72），声に出し繰り返す―リ
ハーサル（№ 73），１日のなかで授業以外に英語に
ふれる（№ 75）

　以上のことから，以下の点が特徴として挙げられる。
　学校以外での学習も含む児童のほうが，英語に対し，
好意的，積極的に受け止めており，日本語と英語の語
順にも気づいている。記憶のストラテジーとして，速
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表６　６年生が５年生よりも高い項目
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表７　５年生が６年生よりも高い項目
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く発音される箇所への注意や英語を繰り返すリハーサ
ルを使用している，また，日本語で積極的に話せる（コ
ミュニケーション能力の素地ができている）子どもは，
英語でも積極的に話せる傾向が見られる。
　これらの結果は，原因として，学校以外での英語の
インプット量の増加及び意識的な知識学習が英語及び
英語に付随する様々な知識の習得にさらなる相乗効果
を生んでいるのではないかと推察される。その一方で
外国語活動の目標の一つである異文化理解に位置する

「非英語圏への興味・関心」は特に差が見られない。
英語を通して，非英語圏の文化にも興味・関心を抱か
せるグローバルな視点に基づく指導も重要と言える。 

3.5.2　５学年で学校内のみの学習者が学校以外の学
　　 習者よりも高い項目
　顕著な項目は１項目のみ「日本語のほうがわかりや
すいと感じるようになった」（№ 56）である。この点
は，学校内のみの学習者が英語の難しさを認識してい
ると解釈され，指導の段階で英語嫌いを誘発しない創
意工夫が必要と言える。

3.5.3　６学年で学校以外の学習者が学校内のみの学
　　 習者よりも高い項目
　顕著な項目は以下の通りである。

Ⅰ　外国語活動で楽しいこと
・英語の簡単な挨拶（№ 12）
Ⅱ自己評価
・　英語で言える項目が多い：

名詞―よくみかける動物，果物，野菜の名前（№
15） 
英語表現―天気（№ 13），指示（№ 14），好き嫌い（№
16），理解の有無（№ 17），家族の紹介（№ 24），
昨日の出来事（№ 26），起床時刻の質問（№ 27），
許可の確認（№ 28）

Ⅲ　英語を駆使したい内容
外国人の友人作り（№ 32），日本語の不得手な外国
人への補助（№ 31），様々な本を読む（№ 36），外
国人とメールの交信（№ 37），外国の学校での勉強

（№ 38），英語を駆使する仕事（№ 39） 
Ⅴ　非英語圏に付随する内容
　食べ物（№ 47），景色（№ 52）
Ⅵ　日本語と英語の相違への気付き
　語順の相違（№ 55）　　
Ⅶ　英語の記憶と学習
速い発音箇所への注意（№ 63），ゆっくり発音され
る箇所への注意（№ 61），日本語との類似音の覚え
易さ（例：ミルク等）（№ 69），１日のなかで授業
以外に英語にふれる（№ 75）

　以上のことから，以下の点が特徴として挙げられる。

　学校以外での学習者のほうが，５年生同様，全体的
に好意的，積極的に受け止めており，顕著な差（効果
量「中」以上）のある項目数は24項目で５年生と同数
であるが，５年生と項目がいくつか異なる特徴として，
主に次の四点が見受けられる。一点目は，英語を駆使
して行いたい項目（外国人へのサポート，英語を駆使
しての幅広い情報収集や仕事，海外の学校での勉強）
が増加しており，英語への様々な形での接触量の増加
に伴い，学習者の意識も向上してきているものと推察
される。 
　二点目は非英語圏への興味・関心も生まれている。
この原因については不確かであるが，少なくとも，子
どもたちの世界観が広まっていることは確かである。 
　三点目は英語を記憶する際の認知レベルの発達であ
る。速く発音される箇所だけでなく，ゆっくり発音さ
れる箇所にも注意を向けるようになっている。これは
音声の様々な特徴にも気を付けるようになったものと
解釈される。また，日本語と英語との類似音の覚えや
すさを意識していることから，何らかの精緻化ストラ
テジーを使用している可能性がある。この点から，５
年生（3.5.1で前述）が使用している初歩的なストラ
テジーであるリハーサルよりも高度な記憶ストラテ
ジーを使用していると言え，英語の学習期間の相違の
みならず認知発達の点からも注目に値する。外国語活
動や学校以外での英語学習により，５年生に比べ学習
年数，英語のインプット量が増加することで，語彙数
や英語の処理プロセスの効率に関して何らかの発展的
変容が生起したものと推察される。 
　四点目は，Ⅱの項目において，５年生と同様の項目
が目立つ中にあって，５年生間の比較において示され
た「英語以外への波及効果」は６年生間の比較におい
て差は見られなかった。この点については，次の二点
が理由として推察される。一点目は，授業で初めて英
語に接する５年生とは異なる一定の学習効果によるも
のかもしれない。二点目は，両学年とも英語ノートを
使用しつつも，外国語活動での内容の取り扱いの違い
によるものなのかもしれない。教材（英語ノート）等
の取り扱いにおいて，他の教科や活動での既習内容と
結びつけた指導を行うことで，学校以外での英語学習
とは異なる学習の側面を促進することになり，外国語
活動を通して，言語のみならず，様々な興味・関心を
育成する可能性があるものと考察される。

3.5.4　６学年で学校内のみの学習者が学校以外の学
　　 習者よりも高い項目
　特に顕著な差のある項目は見られなかった。項目番
号68「日本語と似ている音とむすびつけようとする
（たとえば，one―（いぬの鳴き声の）ワン，so―そう）」
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は効果量が小であり，両群において明確な差があった
とは言えないが，以下のことが今後の課題も含め可能
性としてあるのかもしれない。
　学校内のみの学習者は英語の接触量が少ないことか
ら，英語独特の音声のバリエーションが学校以外での
学習者よりも乏しいと考えられる。彼らの英語の音韻
認知の基本は母国語（日本語）の音声を基本とし，英
語が入力された段階で日本語の音声に置き換えて考え
ている可能性があるのかもしれない。この点で，特に
初歩的レベルの児童に対する英語の音声指導において
日本語に基づく精緻化ストラテジーの有効な可能性を
示唆しているのかもしれない。しかしながら，最終的
には母国語の音声的特徴を介在することなく，英語特
有の音韻認知能力の養成が必要であり，そのためには

ゆっくりとした発音スピードから徐々に自然なスピー
ドに段階を踏んで英語の正確な音声を繰り返し，数多
くインプットしていく指導が最も重要と言える。

Ⅳ　まとめ：カリキュラム作成への課題
4.1　福島大学附属小学校の外国語活動の目標と現状
　 の照合
　外国語活動の学習指導要領及び本校の研究主題（今
を生き，未来を拓く子どもの育成）に照らし，「学校
内のみの英語学習者」と「学校以外も含む英語学習者」
が共に活躍できる授業の展開が必要である。新たな
英語の知識の有無とは直接には関係しない内容で，両
方の学習条件の児童が共有する既存の知識を有効的に
活用することが重要である。そのためには，外国語活

    n = 63     n = 47   n = 87     n = 62
Z p r Z p r Z p r Z p r 

表８　各学年の外国語活動以外の刺激（塾や家庭学習等）の有無の比較　
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動が単なる言語（英語）に特化したものではなく，学
校生活の様々な活動から得られる経験，知識を駆使し
展開されるコミュニケーション活動でなければならな
い。外国語活動のトピックやタスクの設定において，
既に他の教科や活動及び様々な学校行事等で学習した
既存の知識に基づく内容を取り入れることで，外国語
活動で英語がインプットされる際に，言語的知識とし
て正確に理解できなくても，既存の知識を基に推論し
活動を円滑に促進できる可能性があると考える。また，
このような活動を通して，学校以外の学習条件（英語
の塾等）では得ることができない貴重なコミュニケー
ション活動が展開されるものと言える。
　異文化理解の側面から有効な例として，日本の小
学生と英語圏の小学生の交流に関する研究である高
井（2012）は，英語圏（アメリカ合衆国）において日
本語を学習している日本にルーツのある小学生との
Skypeでの交流授業により，日本人小学生のアイデン
ティティの形成に正の影響を及ぼすと共に英語の学習
意欲の高揚にもつながったと報告している。このよう
な情報機器の有効利用により，教室にいながらにして
広い視点で異文化を深く理解させる指導も選択肢の一
つと考えられる。

4.2　『英語ノート』の利用における創意工夫
　英語ノートの使用にあたり，この教材を利用しつつ
も現状にあった教材開発の必要性がある。坂詰（2012）
は英語ノートの授業は知識構築に重点が置かれてお
り，授業全体の協同性が下がるため，より積極的なコ
ミュニケーションへの態度の育成をめざした体験的理
解の促進には活用方法に工夫が必要と指摘している。
この指摘から，授業担当者が如何に英語ノートを利用
するかの技量にかかっていると言える。英語ノート等
の教材の利用や開発において，学習者間で単なる知識

（意味記憶）に縛られることなく，実際に日常的に馴
染みのある場面，必要性を感じる状況設定に基づき，
児童が言語を使用し，体験する（手続き記憶）ことが
重要である。また，「音声に慣れ親しむ」という音声
中心の指導を行う中で，特に６学年に顕著な記憶の精
緻化が見られる本稿の調査結果から判断し，認知発達
に伴い，言語の綴りの違いを認識し，緩やかな文字の
導入を行うことも避けるものではないと考える（笠原
他2012）。文字を示し，綴りを意識的に記憶させる指
導はすべきではないが，絵と音声と文字をさりげなく
提示して慣れ親しませる潜在記憶レベルのインプット
が中学校での意味記憶中心の授業で間接的に活性化さ
せる可能性を残すことは重要であると思われる。

注
１．平成24年度から，文部科学省は今まで各公立の小
学校に配布してきた外国語活動教材の『英語ノート

１』及び『英語ノート２』にとって代わり，外国語
活動の一層の充実を図るため『Hi, Friends！１』及
び『Hi, Friends！２』へとテキストを一新している。
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＜資料１＞
児童へのアンケート
Ⅰ　外国語活動で楽しいこと
次のしつもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：楽しくない　２：あまり楽しくない　３：ふつう　４：楽しい
５：とても楽しい
１．英語のゲームをする
２．英語でいろいろなことば（動物，くだものの名前等）をならう
３．英語のうたをうたう
４．自分ではなしたことが先生にわかってもらえる　
５．英語であいさつする
６．（いみがわからなくても）英語をきく
７．（いみがわからなくても）英語を声に出していってみる
８．先生やともだちに英語で質問をする
９．外国のおまつり（ハロウィーンとか）や人々の生活について習う
10．ちがう国のひととはなしをする
11．先生やみんなと英語の絵本をよむ
Ⅱ　自己評価
次のしつもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：まだ，ぜんぜんできない　 ２：できない　　３：どちらともい
えない　４：すこしはできる　　５：よくできる
12．英語で「こんにちは」「お元気ですか」などかんたんなあいさつ
がいえる

13．きょうの天気を英語でいえる（「きょうは，よいてんきです」とか）
14．先生が「本をひらいて」「すわって」などを英語でいっていても，
いみがわかる

15．ふつう，よく見かける動物やくだもの，やさいのなまえを英語で
いえる

16．「わたしは，りんごがすきです」など，自分がすきなものを友だ
ちに英語でいえる

17．「わかりません」と英語でいえる
18．（英語をやっていたら）日本語でも自分のことをたくさんはなし
たり，友だちの話をきいたりできるようになった

19．英語で話しかけられたら，いみがわかる
20．英語のうたを２つ以上うたえる
21．数字の１～10までを英語でいえる
22．数字の11～20までを英語でいえる
23．英語で色（あか，あお，きいろ，みどり，しろ，くろ）をいえる
24．自分の家族のしょうかいを英語でできる
25．（英語をやっていたら）ほかの科目でも，がんばれるようになっ
た

26．『きのう，野球をしました』など，自分がきのうやったことなど
を英語でいえる

27．「朝　何時におきますか」と友だちに英語できける
28．「トイレに行ってもいいですか」と先生に英語できける
Ⅲ　英語を使ってしてみたいこと
次のしつもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：ぜんぜん，やってみたくない　２：やってみたくない　３：どち
らともいえない　４：やってみたい　５：とてもやってみたい
29．外国へりょうこうにいきたい
30．外国のことをたくさんしりたい
31．日本語ができなくてこまっている外国の人をたすけてあげたい
32．日本にいる外国の人とともだちをたくさんつくりたい
33．外国にすんでみたい
34．英語いがいの外国語も勉強してみたい
35．日本のことを外国のひとにたくさん話してあげたい
36．英語でいろいろな本をよんでみたい
37．英語で外国の人とメールがしたい
38．外国の学校で勉強したい
39．英語をつかう仕事をしたい
Ⅳ　英語圏に付随する内容

次のしつもんは，「好き」か「好きではない」かをきくものです。し
つもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：ぜんぜん，すきでない　　２：すきでない　　３：どちらともい
えない　　４：すき　　５：とてもすき
＜もともと英語を話している国（アメリカ，イギリス，オーストラリ

ア，カナダなど）について＞
40．（もともと英語を話している国の）たべもの
41．（もともと英語を話している国の）本（マンガもふくめて）
42．（もともと英語を話している国の）ゲーム
43．（もともと英語を話している国の）外国のテレビ番組や映画
44．（もともと英語を話している国の）外国のひと
45．（もともと英語を話している国の）外国のけしき
46．（もともと英語を話している国の）外国のスポーツ
Ⅴ　非英語圏に付随する内容
次のしつもんは，「好き」か「好きではない」かをきくものです。し
つもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：ぜんぜん，すきでない　　２：すきでない　　３：どちらともい
えない　　４：すき　　５：とてもすき
47．（英語以外を話している外国の）たべもの
48．（英語以外を話している外国の）本（マンガもふくめて）
49．（英語以外を話している外国の）ゲーム
50．（英語以外を話している外国の）テレビ番組や映画
51．（英語以外を話している外国の）ひと
52．（英語以外を話している外国の）けしき
53．（英語以外を話している外国の）外国のスポーツ
Ⅵ　日本語と英語の違い
次のしつもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：ぜんぜん，そう思わない　２：そう思わない　３：どちらともい
えない　　４：そう思う　　５：ほんとうにそう思う
54．発音の違いを感じるようになった
55．ことばの順序の違いを感じるようになった
56．日本語のほうがわかりやすいと感じるようになった
57．英語のほうがわかりやすいと感じるようになった
58．ローマ字と英語のつづりの違いを感じるようになった
59．ローマ字を習ったので英語のつづりを覚えやすくなった
Ⅶ　英語の記憶と学習
次のしつもんをよんで，１～５の数字に○をつけなさい。
１：ぜんぜん，そう思わない　２：そう思わない　３：どちらともい
えない　　４：そう思う　　５：ほんとうにそう思う
60．強く発音されるところに気をつける
61．ゆっくり発音されるところに気をつける
62．弱く発音されるところに気をつける
63．はやく発音されるところに気をつける
64．きいてわからなくても文字で覚えようとする
65．きいてはっきりとわからなくても，きいたとおりの音を覚えよう
とする

66．文字をみてわからなくても音で覚えようとする
67．きいてわからなくても，カードの絵や先生の顔の表情などでこと
ばの意味を覚えようとする

68．日本語と似ている音とむすびつけようとする（たとえば，one―（い
ぬの鳴き声の）ワン，so―そう）

69．日本語と似ている音は覚えやすい（たとえば，ミルク，カメラなど）
70．日本語と似ていない音は印象にのこって覚えやすい
71．短いことばは覚えやすい
72．長いことばは印象にのこって覚えやすい
73．くりかえして声にだしていってみる
74．心の中でくりかえしいってみる
75．１日のなかで授業以外に英語にふれるように（きいたり，よんだ
り）している




